
つやま市議会だより
　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、国
の
指
導
に
よ
り
一
部
「
認
定
の
あ
り
方
な
ど
の
変
更
」

が
行
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度
で
す
が
、
津
山
市
は｢
基
金
の
取
り
崩
し｣

な
ど
の
措

置
に
よ
り
、
保
険
料
の
値
上
げ
を
三
年
間
は
行
わ
な
い
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
市
議
会

で
は
、
全
員
一
致
で
了
承
し
ま
し
た
。

　

三
月
議
会
は
、
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
四
百
十
九
億
九
千
万
円

を
は
じ
め
、
予
算
関
係
三
十
五
件
、
条
例
関
係
十
二
件
、
そ
の
他
十
六
件
の
た
く
さ

ん
の
議
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
局
提
案
の
各
種
議
案
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
、

審
査
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
の
付
託
委
員
会
と

審
査
結
果
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、
十
五
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
は
、
市
長
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の
年
で
も

あ
り
、
選
挙
関
連
の
必
要
経
費
な
ど
も
予
算
化
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、
市
長
の
「
一
期

四
年
」
の
退
職
金
二
千
二
百
四
十
万
円
な
ど
に
話
題
が
集
ま
り
ま
し
た
。
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三
月
定
例
会
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

三
月
定
例
会
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
、
津
山
市
を
含

む
五
市
町
で
一
部
事
務
組
合
を
設
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
第
二
百
九
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

松
本
↓
長
年
に
わ
た
っ
て
七
市
町
村
で
協
議
さ
れ
て
き
た
、
津
山
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理

　

広
域
化
対
策
協
議
会
で
あ
る
が
、
美
作
市
、
西
粟
倉
村
が
脱
退
し
た
。
な
ん
と
か
、

　

七
市
町
村
の
枠
組
み
を
堅
持
で
き
な
い
も
の
か
。

答
弁
↓
準
備
組
合
の
管
理
者
会
と
準
備
組
合
の
組
合
議
会
で
協
議
を
し
な
が
ら
順
次
進

　

め
た
結
果
で
あ
る
。

末
永
↓
元
々
津
山
・
英
田
圏
域
で
実
現
予
定
で
あ
っ
た
が
、
英
田
圏
域
が
抜
け
て
、
二

　

週
間
も
た
た
な
い
の
に
、
津
山
圏
域
だ
け
で
作
っ
た
り
ご
み
処
理
基
本
計
画
す
ら
で

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計　

四
百
十
九
億
九
千
万
円
な
ど
可
決

　

き
て
い
な
い
の
に
、
急
い
で
一
部
事
務
組
合
を
作
っ
て
ど
う
す
る
の
か
・
・
。

答
弁
↓
ご
み
処
理
施
設
は
早
急
に
ど
う
し
て
も 

作
ら
な
い
と
い
け
な
い
施
設
な
の

　

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

○
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
景
気
後
退
に
よ
っ
て
、
市
民
の
雇
用
や
生
活
な
ど
に
対
す
る
不
安
が
高

ま
る
な
か
、
国
が
示
し
た
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
」
を
主
な
財
源

と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
、
緊
急
か
つ
適
切
に
講
ず
る
た
め
補
正
予

算
を
編
成
す
る
も
の
で
す
。

　
原　
↓
今
回
の
六
億
六
千
万
円
の
補
正
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
市
長
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

答
弁
↓
国
の
〇
八
年
度
第
二
次
補
正
に
盛
り
込
ま
れ
た
景
気
対
策
の「
地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
」
に
、
市
の
一
億
円
を
追
加
し
て
有
効
な
対
策
を
前
倒
し
、

学
校
、
公
共
施
設
の
整
備
、
改
修
等
の
公
共
事
業
を
実
施
し
、
雇
用
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。

久
永
↓
地
域
経
済
の
再
生
、
雇
用
創
造
へ
、
企
業
誘
致
と
共
に
内
発
的
継
続
的
経
済

循
環
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
重
要
、
そ
の
た
め
に
は
、
農
業
、
林
業
、
観
光
、
中
小

企
業
へ
の
支
援
、
対
策
が
必
要
。
即
効
性
と
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
市
内
業
者
に

よ
る
地
域
材
を
利
用
し
た
住
宅
建
築
の
推
進
を
。

市
長
↓
早
い
機
会
に
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
を
三
年
間
「
据
え
置
き
措
置
」
が
決
定

二
月
臨
時
市
議
会
報
告
・
二
月
十
二
日

二
月
臨
時
市
議
会
報
告
・
二
月
十
二
日

議
案
第
百
四
号「
津
山
圏
域
資
源
循
環
施
設
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
」

議
案
第
百
四
号「
津
山
圏
域
資
源
循
環
施
設
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
」

議
案
第
百
三
号「
平
成
二
十
年
度
津
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
五
次
）」

議
案
第
百
三
号「
平
成
二
十
年
度
津
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
五
次
）」
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政
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代
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三
月
議
会
で
は
、
代
表
質
問
か
個
人
質
問
を
会
派
で
選
択
、
決
定
し
、
九
日（
月
）か
ら

十
二
日（
木
）の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
二
十
四
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
紹
介
し
ま
す
が
、
掲
載
の
質
疑
は
議
員
が
作
成
を
し
、

議
員
の
責
任
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
写
真
に
つ
い
て
は
、
代
表
質
問

を
行
っ
た
会
派
は
代
表
質
問
者
と
会
派
員
集
合
写
真
を
議
員
控
え
室

か
議
会
棟
入
り
口
で
撮
影
を
行
い
、
個
人
質
問
者
は
登
壇
で
質
問
中

の
と
こ
ろ
で
す
。


